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【個別別紙】

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をもた

らしたのか

現物給付により被保険者の方が安心して医療を受け，また償還払いにより医療費の経済的負担の軽減を図るなど，適正かつ迅速な事務執行に努めている。近年
の傾向としては，令和3年度以降，新型コロナウイルス感染拡大による受診控えにより減少してきていた１人当たりの医療費は微増となったが，被保険者数の減少
により給付費総額は年々減少している。今後も，厳しい国保財政の状況ではあるが，医療費の抑制，国保税の収入確保，保健事業など一体的な取組を進めて
いく。　【個別別紙】
※本事業は「国民健康保険法」などに基づく「自治事務」として義務付けられている。厳しい財政状況ではあるが，引続き適正な事務執行に努める。

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

■一般被保険者療養給付費《款2，項1，目1》
　一般被保険者に係る療養の給付（医科，歯科，調剤，食事・生活療養費，訪問看護療養費）に要する費用額から自己負担分を
除いた保険者負担分を，国保連合会を通じて医療機関に支払い。（現物給付）
■一般被保険者療養費《款2，項1，目3》
　保険証の提出が出来なかったなど，被保険者が一旦自費で療養（柔道整復，治療用装具など）を受け，事後に現金でその費用を
給付。（償還払い）
■一般被保険者高額療養費《款2，項2，目1》
　療養の給付（現物給付）等について支払われた一部負担金等の額が支給基準額を超えた額を，高額療養費として給付。償還払いの
ほか，限度額認定証の交付による現物給付も制度化されている。
■一般被保険者高額介護合算療養費《款2，項2，目3》
　健康保険と介護保険の自己負担額を合算し，年間の限度額を超えた額を償還払いにより給付。
■一般被保険者移送費《款2，項3，目1》
　医師の指示により，緊急やむを得ず重症者の入院，転院等を行った時の被保険者負担金を償還払いにより給付。
■出産育児一時金《款2，項4，目1》
　被保険者の妊娠４か月を超える出産について，１児につき42万円（産科医療保障制度未加入分娩機関等での出産の場合は40万
8千円）を給付。被保険者の出産費用準備の負担軽減のため，分娩機関への直接支払も制度化されている。
■葬祭費《款2，項5，目1》
　被保険者の死亡に際し，葬祭執行者に30,000円を給付。
■傷病手当金《款2，項6，目1》
　新型コロナウイルスに感染または感染が疑われる被保険者で，療養のため働くことができず休業期間中の給与が全額または一部支払わ
れなかった方に，給与収入見込み額の一部（２／３）を給付。

事業実績
（詳細説明）

事業一覧表／状況
写真／図面等
別添資料等

無
（事業一覧等）

12,730
財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金
県支出金 普通交付金3,585,687，特別交付金（特別調整交付金862）

令和4年度
特定財源

内訳

3,599,279 3,586,549

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

給付実績が見込みを下回ったため。

歳入に関する
項目

決算額
（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 3,599,279 該当／頁 321

補正
区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 3,599,279 決算に関する説明書
９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 0

0

該当／頁 314

94.0%
11.役務費（④手数料） 10,184 9,645 0 539 95.0%事業

(経費)
内の主
な費目

18.負担金，補助及び交付金（①負担金（補助費）） 3,811,946 3,589,634 0 222,312

0

0

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

2 1~6 担当部局・課名 市民部　市民課

事業名 国民健康保険一般被保険者保険給付事業

令和 特別会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 1
款 項 目 (単位︓千円）



事業実績内訳
18.負担金，補助及び交付金（①負担金（補助費））　3,589,634千円

※年平均

11.役務費（④手数料）　9,645千円
・審査支払手数料　9,644,482円

成果・評価

出産育児一時金

被保険者の出産に際して手当を支給した。
直接支払制度を利用することにより，出産費用を支払う経済的負担の軽減につな
がっている。
直接支払分との差額の未申請者には申請勧奨を行っている。

葬祭費 被保険者の死亡に際し，葬祭執行者に葬祭費を支給し，葬祭にかかる負担を軽
減した。

傷病手当金
新型コロナウイルスに感染，または感染が疑われる方で療養のため働くことができない
被保険者に，給与収入見込み額の一部を支給することで，休業中の生活を保障
した。

一般被保険者高額療養費

被保険者の自己負担限度額を超えた医療費を現物支給または償還払いすることに
よって，被保険者の負担を軽減した。
償還払いについては，対象者に申請勧奨を行い，２度目からは申請勧奨を行わず
給付決定を行い，給付申請の簡素化を図っている。

一般被保険者高額介護合算療養費 被保険者の健康保険と介護保険の年間の自己負担限度額を超えた医療費を償還
払いすることによって，被保険者の負担を軽減した。

一般被保険者移送費 医師の指示により，緊急やむを得ずかかった移送費用の被保険者負担を軽減した。

区分 成果・評価

一般被保険者療養給付費

療養の給付に要する費用額から自己負担分を除いた保険者負担分を，国保連合会を通じて
医療機関に支払うことにより，被保険者の負担を軽減した。新型コロナウイルス感染拡大による
受診控えにより減少してきていた１人当たりの医療費が微増となったが，人口減少や被用者保
険の適用拡大により被保険者数が減少し，給付費総額は減少している。

一般被保険者療養費 被保険者の医療費を償還払いすることにより，被保険者の負担を軽減した。

計 － 3,811,946,000 3,589,634,454 222,311,546 3,576,904
傷病手当金 22 886,000 885,739 261 862
葬祭費 78 2,340,000 2,340,000 0 2,340
出産育児一時金 26 10,365,000 10,364,650 350 3,455
一般被保険者移送費 1 111,000 110,276 724 110
一般被保険者高額介護合算療養費 8 200,000 95,353 104,647 95
一般被保険者高額療養費 9,012 480,000,000 441,678,834 38,321,166 441,679
一般被保険者療養費 2,213 20,000,000 11,615,393 8,384,607 11,615
一般被保険者療養給付費 180,628 3,298,044,000 3,122,544,209 175,499,791 3,116,748

区分 件数 予算額 給付額 不用額 充当財源

国保世帯数 被保険者数
6,548 9,624 （単位︓円，充当財源は千円）
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⑴　国保連合会共同電算処理委託料　866,637円⑴
①　医療費通知作成業務委託料　341,616円
②　国保データベース（KDB）システム運用管理業務委託料　202,102円
③　特別調整交付金（結核・精神）申請支援業務委託料　322,919円

⑵　レセプト点検業務委託料　12,526,768円
⑶　医療費適正化事業業務委託料　4,102,002円

①　後発医薬品差額通知　4,102,002円　
27.繰出金（①特別会計繰出金）　7,025千円

⑴　へき地直営診療所運営費（君田診療所）　6,113,000円
⑵　直営診療施設整備事業（君田診療所）　912,000円

（事業一覧等）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をもた

らしたのか

市民への健康管理意識の啓発・醸成に努め，三次市国民健康保険財政の健全化と安定的な運営を図るため，レセプト
点検やジェネリック医薬品差額通知，医療費通知を実施するとともに，重複・頻回受診者への訪問・電話指導など，適正
受診の周知・啓発を行い，医療費の抑制・適正化を図った。
財政面では，収納課・課税課・各支所一体で収納率向上に精力的に取り組むとともに，被保険者資格管理の適正化に
努めた。

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

直営診療施設の整備による療養の給付を保証し，疾病等の発生の防止，早期発見による重症化の防止などにより被保
険者の健康の保持増進を図り，医療費の適正化を図る。

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状況

写真／図面等

12.委託料（①業務委託料（物件費））　17,495千円

別添資料等

無

0
財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金
県支出金 特別交付金（保険者努力支援分21,448，特別調整交付金8,135，県繰入金1,794）

令和4年度
特定財源

内訳

31,377 0 31,377 0 0

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

委託料の実績が見込みを下回ったため。

歳入に関する
項目

決算額
（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 31,377 該当／頁 325

補正
区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 24,520 決算に関する説明書
９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 6,857

0

該当／頁 322

91.0%
27.繰出金（①特別会計繰出金） 7,100 7,025 0 75 99.0%事業

(経費)
内の主
な費目

12.委託料（①業務委託料（物件費）） 19,224 17,495 0 1,729

0

0

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

6 1 1 担当部局・課名 市民部　市民課

事業名 国民健康保険医療費適正化事業（保健衛生普及経費）

令和 特別会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 2
款 項 目 (単位︓千円）
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12.委託料（①業務委託料（物件費））　59,143千円
⑴　国保連合会特定健診管理システムデータ管理委託料　135,600円
⑵　健康診断，保健指導事等業務委託料　59,007,803円

①　人間ドック・脳ドック委託料　35,719,973円
②　総合集団健診・個別健診（特定健診）委託料　17,045,390円
③　特定保健指導委託料　289,955円
④　健診のしおり作成業務委託料　1,265,000円
⑤　特定健診受診率向上対策事業委託料　4,687,485円

2,935人 35.60%
無 （48人）

（事業一覧等）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をもた

らしたのか

健康診査事業として，「総合集団健診」「個別健診」「人間ドック・脳ドック」「がん検診」などを行った。総合集団健診では，密を避けるために受付人数などを制限し，
会場の感染防止対策を徹底するなど市民に安全・安心に受診していただけるよう取り組んだ。
特に女性特有の乳がん・子宮頸がん検診については，検診期間を延長し，より受診しやすい環境づくりを行った。生活習慣病予防事業として，特定健康診査につい
ては，民間委託によるAIを活用した受診率向上の取組を行い，密を避けることが可能な個別健診を積極的に案内した。また，健診結果により生活習慣の改善が
必要な人については，特定保健指導の実施やヘルスアップ教室を開催し，治療が必要な人については，受診勧奨を行った。さらに，高血圧に該当する方に対し
て，健塩（高血圧改善）教室を実施し，高血圧予防につながる生活習慣への意識付けや，行動変容の促しを行った。歯科保健事業では，節目年齢歯科健診
を実施し，働く世代などの定期的な歯科健診を推進した。一方受診率については，未受診者を受診勧奨への感度が異なる5つ以上のグループに分類し，グループに
応じた勧奨資材により勧奨することで，受診率向上の取り組みを行ったところだが，速報値では対前年比5ポイントの減少となっている。

（うち治療中の方の情
報提供）

別添資料等
8,234人 1,096人

647人
1,192人

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

高血圧症等の生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的とし，40歳以上75歳未満の被保険者を対象に健診を
実施する。また，健診結果からメタボリックシンドロームとその予備軍であると判定された被保険者に対し，その人の生活習慣
を改善するための保健指導を実施するもの。

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状況

写真／図面等

特定健康診査受診状況（対象︓三次市国民健康保険加入者）（令和5年5月速報値）

対象者 総合集団検診
個別健診

ドック 受診者合計 受診率

0
財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金
県支出金 普通交付金21,064，特別交付金（保険者努力支援交付886，県繰入金23,626，特定健康診査等負担金16,726）

令和4年度
特定財源

内訳

62,302 0 62,302 0 0

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

委託料の実績が見込みを下回ったため。

歳入に関する
項目

決算額
（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 62,302 該当／頁 325

補正
区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 59,143 決算に関する説明書
９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 3,159

0

該当／頁 324

74.0%

0事業
(経費)
内の主
な費目

12.委託料（①業務委託料（物件費）） 80,427 59,143 0 21,284

0

0

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

6 2 1 担当部局・課名 市民部　市民課

事業名 【いきいき健康日本一のまち】生活習慣病予防事業（特定健康診査等事業費）

令和 特別会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 3
款 項 目 (単位︓千円）


